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市民活動団体向け「危機を乗り越え、活動を未来につなげるシナリオ」としての
BCP 策定に向けたツール（様式例）の開発
—いまも、これからも、どんなときも活動を止めないために—

新型コロナウイルスの世界的な流行は市⺠活動にも様々な影響を及ぼしていることは言うまでもない。活動に対するニーズ
の高まりによる取組の強化が期待される一方で、施設の利用制限や自粛ムードに抗うことができず、取組の縮小する様子も
散見され、中には解散を視野に入れている団体もあるようだ。BCP（事業継続計画）を「危機に立ち向かうためのシナリオ」とし
て捉え、栃木県内の市民活動支援団体等と連携・協働し、市民活動団体のBCP 策定に役立つツール（様式例）の開発を行
う。これにより、市民活動で救われる当事者の暮らしを未来につなぐ、あるいは活動そのものを未来につなぐという目的の達
成を目指す。

（１）活動団体における「危機への備え」に関する実態把握
（２）BCP に関する学習会
（３）「危機を乗り越え、活動を未来につなげるシナリオ」としてのBCP 策定に向けたツール（様式例）の開発
（４）モニター調査（アンケート）によるツールの改良

つながり回復プロジェクト

コロナ禍においては、社会課題の解決に対応するボランティアやＮＰＯ等の活動においても、活動自体の大幅な縮小や休止、
さらには、メンバーのモチベーション低下などが生じ、活動の継続や再開への懸念も生じている。
アフターコロナも見据えつつ、様々な現場からの知恵や意見を集約し、つながりのあり方を研究提言すると同時につながり人
材を発掘育成し、つながりの回復を図る。

（１）「つながりを考える会（仮称）」（以下「考える会」）による調査研究
（２）リレー講座　　つながりの実践をもつ連携団体からの講師による公開講座
（３）つながりマネジメントマニュアル作成

新型コロナ感染下における子どもの体験活動・つながりづくりプログラムの研究
開発

春の休校措置以来、子どもたちの体験活動やつながりづくりの状況は悪化の一途をたどっている。特に子どもの体験とつなが
り不足は子どもの成長発達に大きな影を落としている。この状況が継続すれば、子どもの健全な成長発達が阻害され、将来
の健全な社会人の育成が困難になるという問題意識のもと、鹿沼市内の子育て支援関係者が集い、単に感染症の終息を待
ち続けるのではなく、知恵を集めて今できることを考え行動に移すこととする。

（１）体験活動・つながりづくり活動プログラム開発委員会の組織化
（２）アドバイザリースタッフによる監修
（３）聴き取り調査研究・プログラム開発・プログラム集刊行
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